
 

 

 
 

５(３) 考察の妥当性を高めるために、測定値の増やし方について、測定する範囲と刻み幅の

視点から実験の計画を検討して改善できるかどうかをみる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
■学習指導要領における領域・内容 
 〔第１分野〕 ⑴身近な物理現象 
  (ｲ) 力の働き 

  ㋐ 力の働き 
物体に力を働かせる実験を行い、物体に力が働くとその物体が変形したり動き始めたり、運 

動の様子が変わったりすることを見いだして理解するとともに、力は大きさと向きによって表され
ることを知ること。また、物体に働く２力についての実験を行い、力がつり合うときの条件を見い
だして理解すること。 

 

■正答及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 

（正答の条件） 
次の(a)と(b)の両方、又は（ｃ）を満たし、測定値を増やしているもの。 
(a) 刻み幅を数値で示している。 
(b) 測定する範囲を数値で示している。 
(c) 2.0N より大きい力で、１点又は２点の測定値を示している。 

４４．８％ ２７．７％ ２７．５％ 

 

■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

・ 加える力の大きさを具体的に示していない。（反応率６．８％） 
例） 測定する間隔をもっと細かくして実験を行う。 

・ ノートの記述に関するもの（反応率７．７％） 
例） 何度も同じ実験を行い、測定値を増やす。 

測定値を増やして実験をすることは
理解しているが、具体的に数値を示した
実験を計画できていない。 

中学校理科 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   身近な物理現象を科学的に探究する上では、考察の妥当性を高めるために、実験結果の処理につ

いて振り返り、実験の計画を検討して改善することが大切である。 

 

① 探究の過程を踏まえ、課題の 

把握、課題の探求、課題の解決 

を通した学習活動を行う。 

② 探究の過程を振り返り、課題 

に対して実験方法や考察が妥当 

であるか検討する。 

内容の系統と指導のポイント 

中学校第１学年 

小学校第３学年 

〔風とゴムの力の働き〕 
風とゴムの力は物を動かすことができ、風とゴムの力を変

えると、物が動く様子も変わることを理解すること。 

物体に力が働いたときの様子を見いだして理解させる 

〔力の働き〕 

物体に力が働くとその物体が変形したり動き始めたり、

運動の様子が変わったりすることを見いだして理解すると

ともに、力は大きさと向きによって表されることを知るこ

と。また、物体に働く２力についての実験を行い、力がつり

合うときの条件を見いだして理解すること。 

風やゴムの力（教育出版「みらいをひらく小学理科３」） 
① ほかけ車に強い風と弱い風を当てて、動く距離を調べる。 
② ゴムをのばす長さを５cm と１０cm にして、ゴム車が動く距
離を調べる。 

③ 日なたの地面は、日陰の地面より温度が高い要因を調べる。 

力のはたらき（啓林館「未来へひろがるサイエンス１」） 

① 身近なものを使って力の働きを調べる。 

② 力の大きさとばねののびの関係を調べて、力の大きさのはか

り方を理解する。 

③ 矢印を使って力を表す技能を身に付ける。 

④ ２力をつり合わせ、物体に働く力がつり合う条件を調べる。 

本設問の活用の手順 

風とゴムの力の働きについて、力と物の動く様子を比較しながら調べさせる 

※「振り返り」は学習過程全体を通して

のみならず、必要に応じて、それぞれの

学習過程で行うことも重要です。 

振り返り 


